
(57)【要約】

【課題】液晶表示素子における配向膜の耐光性ならびに

光利用効率を向上する。

【解決手段】画素をマトリクス状に配列したアクティブ

マトリクス基板１と、透明基板２と、アクティブマトリ

クス基板と透明基板とに挟持されたネマティック液晶層

３とを有する液晶表示素子で、液晶層を配向させる配向

膜（４ａ，５ａ，４ｂ，５ｂ）をアクティブマトリクス

基板とネマティック液晶層の間、及び透明基板とネマテ

ィック液晶層との間に各々有し、配向膜のうち少なくと

も一方が第一の配向膜

（４ａ，４ｂ）と第二の配向膜（５ａ，５ｂ）の積層膜

により形成され、第二の配向膜は、屈折率異方性が負で

ある液晶ポリマーであり、ネマティック液晶層と接して

配置する。さらに、液晶ポリマーの屈折率異方性を液晶

層の屈折率異方性よりも小さく、望ましくは液晶ポリマ

ーの屈折率異方性を液晶層の屈折率異方性に対して負の

屈折率異方性とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 、 透 明 基 板 と 、 前 記 ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 前 記 透 明 基 板 と に 挟 持 さ れ た ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示
素 子 で あ っ て 、
前 記 液 晶 層 を 配 向 さ せ る 配 向 膜 を 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶
層 の 間 、 及 び 前 記 透 明 基 板 と 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と の 間 に 各 々 有 し 、
前 記 配 向 膜 の う ち 少 な く と も 一 方 が 第 一 の 配 向 膜 と 第 二 の 配 向 膜 の 積 層 膜 に よ り 形 成 さ れ
、
前 記 第 二 の 配 向 膜 は 、 屈 折 率 異 方 性 が 負 で あ る 液 晶 ポ リ マ ー で あ り 、 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液
晶 層 と 接 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 を 構 成 す る ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 材 料 の 屈 折 率 異 方 性 よ り も 前 記 第 二
の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子
。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
前 記 第 一 の 配 向 膜 を 構 成 す る 配 向 膜 材 料 が ポ リ イ ミ ド で あ り 、 ラ ビ ン グ に よ り 配 向 性 を 付
与 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
前 記 第 一 の 配 向 膜 が 光 照 射 に よ り 配 向 性 を 付 与 さ れ た 配 向 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ な い し ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
前 記 第 二 の 配 向 膜 の 膜 厚 が 第 一 の 配 向 膜 よ り も 薄 い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 、 透 明 基 板 と 、 前 記 ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 前 記 透 明 基 板 と に 挟 持 さ れ た ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示
素 子 で あ っ て 、
前 記 液 晶 層 を 配 向 さ せ る 配 向 膜 を 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶
層 の 間 、 及 び 前 記 透 明 基 板 と 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と の 間 に 各 々 有 し 、
前 記 配 向 膜 の う ち 少 な く と も 一 方 が 第 一 の 配 向 膜 と 第 二 の 配 向 膜 の 積 層 膜 に よ り 形 成 さ れ
、
前 記 第 二 の 配 向 膜 は 、 前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と 接 し て 配 置 さ れ て お り 、
前 記 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 を 構 成 す る ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 材 料 の 屈 折 率 異 方 性 よ り も 前 記 第 二
の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子
。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
前 記 第 二 の 配 向 膜 は 、 屈 折 率 異 方 性 が 液 晶 層 の 屈 折 率 異 方 性 に 対 し て 負 で あ る 液 晶 ポ リ マ
ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 は 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 に 関 わ り 、 特 に 液 晶 配 向 を 実 現 す る 配 向 膜
の 構 成 並 び に そ れ を 用 い た 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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最 も 一 般 的 な 液 晶 配 向 方 法 は 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 方 式 で あ る 。 ま た 最
近 、 光 照 射 に よ り 液 晶 配 向 性 を 付 与 す る 方 式 で あ る 光 配 向 法 が 注 目 を 浴 び て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】
Ｗ Ｏ 　 ０ ０ ／ ３ ６ ４ ６ ３
【 非 特 許 文 献 １ 】
Ｊ ． 　 Ｆ ｕ ｎ ｆ ｓ ｃ ｈ ｉ ｌ ｉ ｎ ｇ ， 　 Ｍ 　 Ｓ ｃ ｈ ａ ｄ ｔ
１ ９ ９ ９ 　 Ｓ Ｉ Ｄ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｓ ｙ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｕ ｍ 　 Ｄ ｉ ｇ ｅ ｓ ｔ 　
ｏ ｆ 　 Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｐ ａ ｐ ｅ ｒ ｓ ／ Ｖ ｏ ｌ ｕ ｍ ｅ
１ ９ ９ ９ 年 ５ 月 １ ８ 日 発 行
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
一 般 的 な 液 晶 配 向 方 法 で あ る ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 方 式 は 、 弱 い 光 照 射 の
使 用 条 件 に お い て は 問 題 が な い が 、 プ ロ ジ ェ ク タ 用 液 晶 表 示 素 子 の よ う に 強 い 照 明 光 に さ
ら さ れ る 場 合 に は 、 耐 光 性 が 問 題 と な る 。 ま た 、 光 配 向 法 は 偏 光 照 射 に よ り 配 向 膜 に 異 方
性 を 付 与 し 、 液 晶 を 配 列 さ せ る 方 法 で あ る た め 、 必 ず し も 光 照 射 に 強 い と は い え な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 鑑 み 、 反 射 率 を 損 な わ ず に 、 耐 光 性 を 向 上 さ せ る 液 晶 表 示 素
子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 出 願 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
と 、 透 明 基 板 と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 透 明 基 板 と に 挟 持 さ れ た ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶
層 と を 有 す る 液 晶 表 示 素 子 で 、 液 晶 層 を 配 向 さ せ る 配 向 膜 を ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と
ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 の 間 、 及 び 透 明 基 板 と ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と の 間 に 各 々 有 し 、 配 向 膜
の う ち 少 な く と も 一 方 が 第 一 の 配 向 膜 と 第 二 の 配 向 膜 の 積 層 膜 に よ り 形 成 さ れ 、 第 二 の 配
向 膜 は 、 屈 折 率 異 方 性 が 負 で あ る 液 晶 ポ リ マ ー で あ り 、 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と 接 し て 配 置
す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 出 願 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基
板 と 、 透 明 基 板 と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 透 明 基 板 と に 挟 持 さ れ た ネ マ テ ィ ッ ク 液
晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示 素 子 で 、 液 晶 層 を 配 向 さ せ る 配 向 膜 を 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
基 板 と ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 の 間 、 及 び 透 明 基 板 と ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と の 間 に 各 々 有 し 、
配 向 膜 の う ち 少 な く と も 一 方 が 第 一 の 配 向 膜 と 第 二 の 配 向 膜 の 積 層 膜 に よ り 形 成 さ れ 、 第
二 の 配 向 膜 は 、 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 と 接 し て 配 置 さ れ て お り 、 ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 層 を 構 成
す る ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 材 料 の 屈 折 率 異 方 性 よ り も 第 二 の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の
屈 折 率 異 方 性 が 小 さ い と い う も の で あ る 。 さ ら に 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、 第 二 の 配
向 膜 は 、 屈 折 率 異 方 性 が 液 晶 層 の 屈 折 率 異 方 性 に 対 し て 負 で あ る 液 晶 ポ リ マ ー で あ る と い
う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ に よ り 、 ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 や 、 光 照 射 に よ り 液 晶 配 向 性 を 付 与
す る 光 配 向 が 可 能 な 配 向 膜 の 耐 光 性 を 向 上 す る 。 ま た 、 液 晶 ポ リ マ ー を 配 向 膜 と し て 用 い
た 場 合 に 新 た に 生 じ る 課 題 で あ る 、 光 利 用 効 率 （ 例 え ば 反 射 率 ） の 低 下 を 防 止 す る た め 、
上 述 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、 液 晶 層 を 構 成 す る 液 晶 材 料 の 屈 折 率 異 方 性 よ り も 第 二 の 配
向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 小 さ く す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 例 １ ）
本 発 明 の 実 施 例 １ を 図 １ に 示 す 。 本 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 透 明 電 極 を 備 え た ガ ラ ス や プ
ラ ス チ ッ ク 等 の 透 明 基 板 ２ と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ と 、 前 記 透 明 基 板 ２ と 前 記 ア
ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ と に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 ３ と を 有 し 、 液 晶 層 ３ と 透 明 基 板 ２ と の
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間 に は 、 液 晶 層 ３ を 配 向 さ せ る た め の 第 一 の 配 向 膜 ４ ｂ 並 び に 第 二 の 配 向 膜 ５ ｂ の 積 層 膜
が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 一 の 配 向 膜 ４ ｂ は ラ ビ ン グ 処 理 に よ り 液 晶 に 配 向 性 を 付 与 す る 配 向 膜 で あ り 、 例 え ば ポ
リ イ ミ ド の よ う な 高 分 子 膜 で あ る 。 第 二 の 配 向 膜 ５ ｂ は 液 晶 ポ リ マ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 二 の 配 向 膜 ５ ｂ の 形 成 の 方 法 と し て は 、 次 の よ う な 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 ま ず 液 晶 モ ノ マ
ー の ワ ニ ス を 第 一 の 配 向 膜 上 に 塗 布 す る 。 第 一 の 配 向 膜 ４ ｂ 上 に 塗 布 さ れ た 液 晶 モ ノ マ ー
は 第 一 の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 に 配 向 す る 。 紫 外 線 を 照 射 し て 液 晶 モ ノ マ ー を 重 合 さ せ て
液 晶 ポ リ マ ー を 形 成 し 、 第 二 の 配 向 膜 ５ ｂ と す る 。 第 二 の 配 向 膜 ５ ｂ で あ る 液 晶 ポ リ マ ー
の 配 向 方 向 は 、 第 一 の 配 向 膜 ４ ｂ の ラ ビ ン グ 方 向 に 一 致 す る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
１ と 液 晶 層 ３ と の 間 に も 、 透 明 基 板 ２ と 液 晶 層 ３ と の 間 と 同 様 に 第 一 の 配 向 膜 ４ ａ 及 び 第
二 の 配 向 膜 ５ ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 た と え 第 一 の 配 向 膜 ４ ａ ， ４ ｂ が 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ を 構 成
す る 液 晶 ポ リ マ ー に 付 与 す る チ ル ト 角 度 が 例 え ば １ 度 以 下 の よ う に 極 め て 小 さ く て も 、 第
二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー に よ り チ ル ト 角 度 は 増 幅 さ れ 、 液 晶 層 ３ に
所 望 の チ ル ト 角 度 を 付 与 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 第 一 の 配 向 膜 ４ ａ ， ４ ｂ の 材 料 の 選
択 性 を 増 す 効 果 を 有 す る 。 ま た 、 液 晶 ポ リ マ ー と 液 晶 層 と 間 の ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ ー は
ポ リ イ ミ ド な ど の 配 向 膜 と 液 晶 層 と の 間 の ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ ー に 比 較 し て 強 く 、 耐 光
性 等 の 信 頼 性 が 向 上 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に 、 入 射 偏 光 軸 と 液 晶 配 向 方 向 と の 関 係 を 示 す 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ に は 画
素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て お り 、 各 画 素 は 反 射 電 極 を 備 え て い る 。 本 実 施 例 に お い て
は 液 晶 配 向 は ツ イ ス ト ネ マ テ ィ ッ ク 配 向 を 採 用 し た 。 ツ イ ス ト 角 度 は ９ ０ 度 で あ り 、 液 晶
層 の リ タ ー デ ー シ ョ ン （ す な わ ち 液 晶 の 屈 折 率 異 方 性 と 液 晶 層 の 厚 み の 積 ） は 約 ２ ４ ０ ｎ
ｍ と し た 。 入 射 偏 光 の 偏 光 軸 １ ０ ， １ １ に 対 し 、 液 晶 配 向 方 向 １ ２ ， １ ３ は パ ネ ル 面 内 で
各 々 約 １ ５ 度 ず ら し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー に は 屈 折 率 異 方 性 （ Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ ） が あ る
。 し た が っ て 、 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ に は 複 屈 折 性 が 生 じ 、 そ の リ タ ー デ ー シ ョ ン は 第
二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ の 膜 厚 ｄ ２ 　 と 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ 　 と の 積 （
ｄ ２ Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ に 白 表 示 時 の 反 射 率 に お け る 液 晶 ポ リ マ ー （ Ｌ Ｃ Ｐ ） の リ タ ー デ ー シ ョ ン 依 存 性 を 示
す 。 第 二 の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 正
（ Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ 　 ＞ ０ ） の 場 合 、 リ タ ー デ ー シ ョ ン が 増 す に つ れ て 白 表 示 時 の 反 射 率 が 低 下
す る こ と が わ か る 。 す な わ ち 液 晶 ポ リ マ ー の 膜 厚 が 増 加 す る に つ れ て 白 表 示 時 の 反 射 率 は
低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 方 、 液 晶 層 ３ に は 配 向 や 動 作 の 安 定 性 の た め に 一 定 の チ ル ト 角 度 を 付 与 す る 必 要 が あ る
が 、 そ の た め に は 第 二 の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー に お い て 一 定 の 膜 厚 が 必 要 と な る
。 図 ４ に 液 晶 層 ３ の チ ル ト 角 度 に お け る 液 晶 ポ リ マ ー の 膜 厚 依 存 性 を 示 す 。 第 二 の 配 向 膜
を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 正
（ Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ 　 ＞ ０ ） の 場 合 、 液 晶 ポ リ マ ー の 膜 厚 が 増 加 す る に つ れ て チ ル ト 角 度 も 増 大
す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ 及 び 図 ４ か ら 、 第 二 の 配 向 膜 を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 が 正 （ Δ ｎ Ｌ Ｃ

Ｐ 　 ＞ ０ ） の 場 合 、 液 晶 ポ リ マ ー の 膜 厚 に 対 し て チ ル ト 角 度 と 白 表 示 時 の 反 射 率 に は ト レ
ー ド オ フ の 関 係 に あ る こ と が わ か る 。 し か し な が ら 、 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ を 構 成 す る
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液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 異 方 性 Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ 　 が 液 晶 層 ３ の 屈 折 率 異 方 性 （ Δ ｎ Ｌ Ｃ 　 ） よ り
も 十 分 小 さ け れ ば 、 こ の ト レ ー ド オ フ は 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ を 構 成 す る 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率
異 方 性 が 負 （ Δ ｎ Ｌ Ｃ Ｐ 　 ＜ ０ ） で あ れ ば 、 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ で あ る 液 晶 ポ リ マ ー
の 膜 厚 を 調 整 し て リ タ ー デ ー シ ョ ン を 変 調 す る と 、 白 表 示 時 の 反 射 率 が 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ
， ５ ｂ で あ る 液 晶 ポ リ マ ー を 適 用 し な い 場 合 よ り も 向 上 す る こ と が 判 明 し た 。 こ こ で 負 の
屈 折 率 異 方 性 で あ る と い う こ と は 第 二 の 配 向 膜 ５ ａ ， ５ ｂ に よ り 配 向 さ れ る 液 晶 の 配 向 方
向 に 平 行 な 液 晶 ポ リ マ ー の 屈 折 率 よ り も 垂 直 な 方 向 の 屈 折 率 の 方 が 大 き い こ と を 意 味 し て
い る 。 特 に 液 晶 ポ リ マ ー の リ タ ー デ ー シ ョ ン と し て － １ ５ ｎ ｍ か ら － ３ ０ ｎ ｍ 前 後 で 白 表
示 時 の 反 射 率 の 極 大 値 を 示 す こ と が 判 っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 例 は 主 と し て 反 射 型 表 示 素 子 に つ い て 述 べ た が 、 透 過 型 表 示 素 子 に つ い て も 同 様 に
適 用 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 例 に お い て は 表 示 方 式 に つ い て は 反 射 型 の ツ イ ス ト ネ マ テ ィ ッ ク 表 示 方 式 に つ い て
述 べ た が 、 本 表 示 方 式 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 は 本 表 示 方 式 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ
と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 例 ２ ）
本 実 施 例 の 実 施 例 １ と 異 な る 点 は 、 図 １ に お け る 第 一 の 配 向 膜 ４ ａ ， ４ ｂ と し て 光 配 向 法
が 適 用 可 能 な 配 向 膜 を 適 用 し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
光 配 向 法 の 適 用 可 能 な 配 向 膜 の 場 合 、 液 晶 層 へ の チ ル ト 角 度 の 付 与 が 可 能 な 材 料 は 限 ら れ
る 。 信 頼 性 等 の 諸 特 性 を 同 時 に 満 た す 光 配 向 法 の 適 用 可 能 な 配 向 膜 を 見 出 す こ と は 非 常 に
困 難 で あ る 。 一 方 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の よ う に 、 液 晶 ポ リ マ ー を 前 記 光 配 向 法 の 適 用 可 能
な 配 向 膜 と 液 晶 層 と の 間 に 備 え る こ と に よ り 、 液 晶 層 へ の チ ル ト 角 度 の 付 与 は 液 晶 ポ リ マ
ー に 担 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 光 配 向 法 の 適 用 可 能 な 配 向 膜 に お い て 液 晶
層 へ の チ ル ト 角 度 付 与 機 能 の 限 定 を は ず す こ と が で き 、 材 料 選 択 の 幅 が 大 き く 広 が る 。 ま
た 、 液 晶 層 と の 間 の ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ ー に つ い て も 液 晶 ポ リ マ ー に お け る ア ン カ リ ン
グ エ ネ ル ギ ー は 光 配 向 法 の 適 用 可 能 な 配 向 膜 に お け る ア ン カ リ ン グ エ ネ ル ギ ー に 比 べ て 大
き く 、 耐 光 性 な ど の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 反 射 率 を 損 な わ ず に 耐 光 性 を 向 上 し た 液 晶 表 示 素 子 が 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 １ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 液 晶 配 向 方 向 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 反 射 率 の Ｌ Ｃ Ｐ リ タ ー デ ー シ ョ ン 依 存 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 チ ル ト 角 度 の Ｌ Ｃ Ｐ 膜 厚 依 存 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 、 ２ … 透 明 基 板 、 ３ … 液 晶 層 、 ４ … 第 一 の 配 向 膜 、 ５ … 第
二 の 配 向 膜 、 １ ０ ， １ １ … 偏 光 軸 、 １ ２ ， １ ３ … 液 晶 配 向 方 向 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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